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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・工藤　二八様～東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。

【転出】
・長畝　正信様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Aユニット102号室に転出となる。

【ユニット移動】
・多田　麗香様～東病棟Aユニット8号室➝東病棟Bユニット1号室へユニット移動となる。

＜患者様連絡事項＞
・滝上　八重子様～転出許可有り。

・寺井　恵理子様～点滴本日分中止となる。

・成田　富士子様～子宮筋腫に関し「麻美レディースクリニック」受診許可。

・田中　敬様～食事変更。本日夕からパン大盛りとなる。

・太田　留美子様～アイソカルゼリー朝・夕へ食事変更。

・高橋　亮様～果物禁再確認しゼリー含め関連したものは禁としている。

・壬生　孝子様～八戸市民病院乳腺外科外来へ長男様付き添いにて受診している。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室侵入、自室内で脱衣行為し便器に衣類を突っ込む不潔行動あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。スタッフによって態度がころころ変動。日勤帯は不機嫌さなく、操作的な言動なし。自室は依然として乱雑。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。


＜馬渡Dr診察＞
・寺井　恵理子様～処方変更無し。主治医より次回採血時前も軽い運動するよう説明有り。

＜柞木田Dr診察＞
・和田　昌様～ラツーダ４０mgへ増量している。食事形態パン禁→解禁となるが、まずはキザミで提供となる。栄養スタッフ報告済み。食事中の様子要確認

・多田　麗香様～夜間両方の部屋から叩く音や大声があって、恐怖感あり、
診察後、速やかに療養環境変更。
１１月に湊病院に電話をして１２月に予約。１２月に入ってから不眠。
湊病院からは抗うつ薬とロラゼパムを処方された。ロラゼパムだけで
２～３年前には２mg～２．５mgで飲んでいた。対応穏やか。母子関係
からくる抑うつ状態。湊病院へ転院調整。ひとまずは不眠にデエビゴ、
不安時はロラゼパムを処方。詳細は診療録参照。
面会について主治医から案内。元夫と叔母のみ許可となる。

・巴　大様～退院調整を勧めていく。掻痒感に軟膏処方、臨時薬同内容で７日分
処方。来週採血予定。

・沼田　隆佑様～今週も土日外泊に行きたい。午後４時であれば迎えに来れる。→外泊許可。
表情は乏しい。自分の意見を求められると止まってしまう。→長い沈黙。
デイケア見学し自宅退院の方針。調整指示あり。初回はスタッフ付き添いで。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年1月9日　12：
　氏　　名：工藤　仁八（くどう　にはち）様
　生年月日：不明（84歳）
　病　　名：精神疾患疑い（未治療）
　性　　別：男性
　主 治 医：小栁Dr（サポート医：田名部Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット
　
　＜経過＞
　　田子町にて妻と二人暮らし。現在も農業に従事している。40年程前より出稼ぎから帰る度に「ヤクザがくる」「追いかけられている」等といった妄想発言は聞かれていた。しかし、家族としては生活には支障を来していないと判断していたことから受診には至らず経過。数年前より近隣住民に対する被害妄想があり、「近所の人にだまされている」「お金を盗られている」と訴えて、実際に近隣住民宅を訪問して胸ぐらを掴んで怒る様子も見られていた。これまでの被害妄想などの発言から、何らかの精神疾患を有していたが生活に支障がなかったため治療はせずに経過してきていたが、先日の近隣宅への訪問や暴力行為があった。また、ここ最近直前の事を忘れてしまうような物忘れもみられており、内科の病院を受診しても、保険証を提示後胸ポケットに自ら入れたことを忘れてしまい、保険証がないと騒ぐような様子もみられている。精神疾患・認知症の精査鑑別・専門治療を希望し当院へ相談あり。既に近隣トラブルが頻発し、家族も対応に疲弊、自宅での生活も困難な状況であり入院希望あり。診察の結果、東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。


